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２０１２年１１月３０日

株式会社 ＧＳユアサ

国際宇宙ステーション用リチウムイオン電池を受注

株式会社 GＳユアサ（社長：依田 誠、本社：京都市南区。以下、ＧＳユアサ）の１００％出資会社「GS 

Yuasa Lithium Power, Inc.」（ジーエス・ユアサ リチウムパワー社。社長：ウィリアム モール、本社：米国・

ジョージア州・ロズウェル）は、Pratt & Whitney Rocketdyne（プラット アンド ホイットニー ロケットダイン社。

本社：米国・カリフォルニア州・カノガパーク。以下ＰＷＲ社）から国際宇宙ステーション用のリチウムイオン

電池を受注いたしました。

現在、国際宇宙ステーションの電源としてニッケル水素電池が使用されていますが、ＰＷＲ社はＧＳユアサの

リチウムイオン電池を採用し、既に使用されているニッケル水素電池と置き換えます。リチウムイオン電池は

国際宇宙ステーションの電源として、その運用に大きく貢献します。

これまで数年間にわたり、ＮＡＳＡ（アメリカ航空宇宙局）やＰＷＲ社により、ＧＳユアサの技術力や製造能力、

電池の性能や品質に関する評価が実施され、今回の受注に至りました。

今回採用されたリチウムイオン電池（形式：ＬＳＥ１３４、定格容量：１３４Ａｈ）は、国際宇宙ステーションの

電源用としてＧＳユアサが新規開発した製品で、現在国際宇宙ステーションに使用されているニッケル水素

電池と比べ質量・体積ともに約３倍の高エネルギー密度を実現しました。また、このリチウムイオン電池は

１０年を超える国際宇宙ステーションでの使用が期待されています。

ＧＳユアサは、宇宙分野におけるリチウムイオン電池のトップメーカーとして、これまでに数多くの人工衛星

メーカーに製品を供給しており、軌道上においても全て順調に運用されております。

【ＬＳＥ１３４の仕様】

項目 内容 備考

定格容量（Ａｈ） １３４

電圧（Ｖ） ３．７

寸法（ｍｍ）
１３０×５０×２６３

（Ｗ×Ｔ×Ｈ）
高さ（Ｈ）は端子部を含まない

質量（ｋｇ） ３．５３



2

【写真】

１．国際宇宙ステーション（提供：ＮＡＳＡ）

２．受注したリチウムイオン電池 「ＬＳＥ１３４」

     

［この件に関するお客様からのお問い合わせ先］

株式会社 ＧＳユアサ 新エネルギー本部 ＴＥＬ ０３－５４０２－５８１６

［この件に関する報道関係からのお問い合わせ先］

株式会社 ＧＳユアサ 広報室        ＴＥＬ ０７５－３１２－１２１４
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